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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本的とは、明確なルールや厳格な業務分担がなくても、全体としてうまくいっ�て いることについて、漠然とした縛りで共通の認識とか、共通の倫理観等で統制されているのではないかと言うひとつの説を目指したいと思いますが、結果として各自の意見が分かれても、それは許容する研究します

 それは、丁度、指揮者がいなくても、日本の音楽（長唄等）は全体にひとつの曲として演奏されてい自分の担当でなくても、他人のやり忘れや落ち度をカバーして仕事していくと言たグループとしての力ですが、反対に大きなお世話で失敗する可能性もあります。� 私は個人的に組込み系のシステムに興味があり、それそれが外部のイベントに対�し平行して稼動する部分が全体として調和するシステムのような統制であり、� ひとつのコマンドが順番につぎの処理を順次に命令していく絵あんたープライズ�系 の順次処理とは異なる世界と思っています。この並行処理の統合は何らかのポリ シーによって調和を取って処理されることにより、統合される姿に日本的統制の姿を重ねて、いまだ、説明をさ れていない日本的統制を牽引しているであろうポリシーについて解明を目指します 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
歴史・文化チームは日本的といわれる想定の実態を歴史。文化の研究から解明する
課題は日本の内部統制は本当に無いのか
リスクの概念はなにかリスクの管理に該当するものはなにかを歴史文化研究から紐解いていく、現在は、まだ家庭を立証するための資料集めの段階である
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
茶道をお茶を点てるベストプラクティスとして捕らえる
茶道の作法には、重複や無駄が無い
よくパッケージシステムなどでベストプラクティスといっているが、茶道はお茶の準備から片づけまで一連動作に無駄が無く、また、欠ける動作もない.
型による制約は窮屈で無駄なものと考えるかもしれないが、その動作に無駄はなく、お湯の注ぎ方や茶碗の扱いにも、お湯の温度の調整から、茶碗を割らない、また、敵の攻撃を避けるための部屋の入り口の管理などのリスク管理はある
客をもてなす顧客満足の考えなど
この茶道の研究から日本の内部統制について考える
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【大意】　3,800社にも及ぶ日本の上場企業が内部統制を実施する上でのメリットに対して、多くのコンサルタント会社は先行投資である点を強調している。ところが中堅企業（経済産業省の定義によれば、３００名以下の従業員＝１、234社(31%)は、円高と原料の高騰により、内部統制に投資できないのが現状である。このような環境下において、日本の内部統制を形骸化させることなく、神社の持続性から学べる要員を考察してみた。
結論として、第一には、中堅企業はスポンサー＝投資家に企業の永続瀬を評価できるガイダンスの構築を社内のみならず、神社のように地域の特性に応じた社会的役割を果たす。第二には、神社のような神祇崇拝（簡単なくじ）によるＩＳの内部統制モニタリングツールの提供が望まれる。即ち、中堅企業の経営者が自ら内部統制＝財務諸表のリスクをモニタリングし、改善活動結果が表示されるツールの構築・開示を監査法人と構築する。
はじめに
日本の内部統制を考える上で「神社の持続性」を取上げた理由として、第一に、幼児の頃から遊び場となっていた神社が、大きな神宮のように神主さんが在住しているわけでもなく、持続してきた理由を神社の歴史をたどることによって探ってみたかったこと。第二には、日本の内部統制を持続させる上で、神社の持続性から学べることはどのような要因をあげることができるのか考察してみたかったこと。
１．【目的】
本稿レジメの目的は、「神社の持続性」から日本の内部統制の課題を考察することである。
２．【アプローチ】
歴史を通して不変の何か（永続性＝持続性）を想定する場合、むしろそれを肯定的に見る立場に多い。日本精神とか，神道の精神を古来不変のものとみなすのは、丸山真男が仮定した日本的な「古層」や、加藤周一の「雑種文化」論の仮説を立てて実証しようとするアプローチになってしまう。ここではそのような事務的社会科学的発想よりも、見える神社の歴史的流れから日本の内部統制の方向性を問う形にした。
３．【神社の歴史】
　省略
４．神社持続性の要因
　本スライド
5．日本独自の内部統制について
　次スライド
むすび
　次々スライド
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　日本の明治・大正期の鉱工業におけるモチベーションアップというテーマを選択しました。テーマを考察することによって、日本の独自性を維持した形で、近代の企業においてモチベーションアップが行われた歴史を振り返ることができるからです。
　今回はモデルケースとして実際にある企業で明治から大正期に行われた煙害への取り組みを取り上げました。 経営者のリーダーシップとそれにこたえた従業員によって、当時としては科学的な手法により、状況を改善する方策を立て、日本人技術者の手によってそれを達成しました。これで経営者が企業の行動規範を示し、従業員のモチベーションがアップして、地域の住民にも企業が「共生できる相手である」と示しました。
　今後の課題としては、今回のケースの思想的な背景の解明により、現代の内部統制の構築を日本企業で違和感なく行う思想的な基盤を検討することです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年発表した、日本的内部統制の顕著な例として稟議もフロー化して行なっている例を展開したが、
他にも日本的な内部統制の特徴が無いか調査してみた。
公共、製造、通信、流通、保険等の各企業の実例を元に行った。
また、アンケート調査の結果については、ＪＩＰＤＥＣ「ＩＴと内部統制に関する調査研究報告書」19年度3月版を参照

１．まず調査する前の前提条件－基本的な違いについて
１－１．アメリカの内部統制評価・監査制度と日本との違い
アメリカ→監査人が直接内部統制の有効性について意見を表明する
日本→経営者の評価結果が妥当で有る事に対して監査人が意見を表明する
この為　経営者のトップダウンアプローチになっているが、これが日本の風土に合致している。
１－２．基準の比較
アメリカのデフェクトスタンダードは、ＣＯＳＯの内部統制フレームワークである。
日本の特性は、なんといってもＣＯＳＯの構成要素には無い６つめの「ＩＴへの対応」がある事である。
また目的に「資産の保全」が追加されている。
日本のＩＴ統制の統制目標は、有効性、効率性、準拠性、信頼性（正当性、完全性、正確性）、可用性、機密性
業務処理統制の統制要件は、実在性、網羅性、権利と義務、評価の妥当性、表示の妥当性である。
ＩＴの統制目標とアサーションの関係　→　　完全性 網羅性、期間配分の適切性
完全性　→　網羅性　基幹配分の適切性
正確性　→　実在性、評価の妥当性、期間配分の適切性、表示の妥当性
正当性　→　実在性、権利と義務の帰属、評価の妥当性
ＣＯＳＯの場合は、そのかわりにＩＴ統制に完全性（網羅性）が追加されている。
等である。
日本の基準の方が後発な分だけ色々の経験値による配慮や研究がなされている。

２．調査結果
上記基本的違いを踏まえた上で日本の企業を訪問調査して各種比較などを実施してみた結果
トップダウンアプローチは、組織体系として行なわれている、また　文書の完了報告等でも全てのプロセスについて
プロセスオーナー　→　社長に提出するようになっている。
等　が顕著に見られた。
資産の保全についても職務分離表等で別記している等のアプローチ方法で整理されている。
という事で　上記が確かに日本的な特徴といえる事が調査の上から明らかになった。

＜続きは次スライドのコメントへ＞


12. BRMATHHERELIVIED
BRI DO A R )

1. aAVkA—)L(FEETDH) R EEBDOBER)

R
mm [

ZHEFFEIVRIIZ LT

=

i

=S Re] somako— L FiE

tIZ2aFO—ILELTEES
- EBE=FHORE
- ES o aEEE
avko—ILdiEEs

T—aF)Iart-a—ILEAITF )5y — o q O FO—IL
FEMaFO—ILEFER MO FO—IL

1ZZaFaO—iE2Z2kaFaO—IL{(EEO - FO—JL - F—aFO—JL)
2. BEERE(BBER)

f§A?:t:g.

BELEIEY A BIT SRRSO SE(EESEED
e RS A e R D &t
Bt 2007/11/28
: [olek-winpcrlo i)
—ogm 2 AN BHEDES
o 4l = ) (EST8-F =) (B U R )
EOO% HEMEEE s =EErRE S
OOERE WrrEE SEPT
f:t.‘%ﬁ)a:b EriaasE ErIirEsEEsE EM3E
ISSAREMERIFAIZ IO T HMMZ KD r‘“ifmﬁﬂéﬂ’d\&b\of' BADOAEHH | OMERRTKE
©2008 JSSA- All right reserved.

23



	スライド番号 1
	内　容　目　次
	１．内部統制研究プロジェクトの活動
	１．内部統制研究プロジェクトの活動
	２．研究の背景とニーズ
	　　　３．日本の内部統制の仮説　　　　
	　　４．歴史チームの課題
	　　５．茶道とベストプラクティス
	　　６．徒弟制度における内部統制 
	　　７． 神社の持続性
	　　７． 神社の持続性
	　　７． 神社の持続性
	　　８． 明治・大正期の鉱工業におけるモチベーションアップ
	　　９．江戸商家に見る内部統制
	　　９．江戸商家に見る内部統制
	１０．品質向上活動に習って業務の質向上を
	１０．品質向上活動に習って業務の質向上を
	１０．品質向上活動に習って業務の質向上を
	１１．五常(五徳)の心で経営者の自己統制を
	１１．五常(五徳)の心で経営者の自己統制を
	１１．五常(五徳)の心で経営者の自己統制を
	１２．日本的内部統制を実態より探る
	１２．日本的内部統制を実態より探る



